
ワークーライフリくランス施策に望まれること   



日本社会と傘業の役割の変化  
二】丁＝∵‾≡1？肇 

大家族制の崩壊 → 企業がセイフテイ「ネット  

国際競争の激化 →リストラの進行  

もはや企業にセイフティーネットの役割を期待するこ  

とは困難に  

・個人を尊重し、個人を鍛える社会へ   



リストラとワ 
⊥＿＿＿∴⊥＿∴．加  

・90年代後半のリストラで、企業は省力化し、業   

績を回復  

・→ 過密な労働を従業員は要請される  

・仕事以外の生活でやりたいことや、やらなくて   
はならないことに取り組めない   



新年度、自分への投資は？（日経BP調査）  

Ql新年度、お金や時Ⅶを自分自身の充実の   
ために使う「自分投資」をあなたは何か   

考えていますかり（ひとつだけ〉  

磯
∵
七
∴
ケ
 

・ 内容は「読書」「スポーツ」「資格試験などの勉強」が上位に。自分投資のほか仕事   

とプライベートのバランスについても意見を募ったところ、仕事優先派からプライ   



呈「クライフバランス施策  

多様な従業員の考えを、企業が支え、活用す  

る  

・金銭的報酬の限界が来ている企業にとって、   
非金銭的報酬としてのワークライフバランス施   

策は重要  

イフコンフリクトを減らすこと  ・従業員がワーク  

制約条件を  和する   ができる  



増加する共働き世帯  
共働き等世帯数の推移  

（万世帯）   

1200  

昭和55  60  平成 2  12   



、町蔓配偶  ・子どものいる女  
性の有業率の推移   



6歳未満児のいる男女の1日あたりの育児、  
時間（週全体）  
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業業績に関する調  

査・分析結果のポイント  

1 両立   は人    とと に  

ことで深用パフ ーマンスが高。  
2  両立   は従業眉の  高めて  

4  策と組み合わせた両立支援  
策が業練にも効漂   



▲ 1■ －■■ ■■ ■■■■－J■■好 柑  

人相育成重視×両立支援先退  

ノし紺青成非重視×両立支援先進  

人材育成重視×両立支援非先進  

人材育成非重視×両立支援非先進  

0％ 10％ 20％ ヨ0％ 40％ 50％ 60％ 了0％ 80％ 90％ 100‰  

■3百万以上ロト3百万未満ロ100万未満   




